
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２１５０１

基盤研究(C)（一般）

2015～2013

長い18世紀の女性リバタイン表象と共感に基づく親密圏の形成に関する学際的研究

An Interdisciplinary Study on Representations of Female Libertine and its 
Sympathetic Formation of the Intimate Sphere in the Long Eighteenth Century

６０２９９７９０研究者番号：

梶　理和子（KAJI, RIWAKO）

山形県立保健医療大学・保健医療学部・准教授

研究期間：

２５３７０２８８

平成 年 月 日現在２８   ６   ７

円     2,800,000

研究成果の概要（和文）：　本研究は、長い18世紀における女性の放蕩にかかわる言説の生産、流通、受容の過程を明
らかにすることで、女性リバタインが共感に基づく親密圏を形成する可能性とその問題を明らかにした。そして、その
ような親密圏の形成・変遷が、公共圏や私的空間の変容におよぼす影響についても、性的言説に限定せず、文学作品、
定期刊行物、政治パンフレット等の言説を対象として、あわせて検証した。

研究成果の概要（英文）：　This study clarifies possibilities of female libertine's sympathetic formation 
of the intimate sphere and its problematic elements by illuminating how discourses concerning female 
libertinism were created, circulated, and received in long Eighteenth century England. Transformations of 
public and private spheres following the creation of such an intimate female sphere have also been 
considered and analyzed on the basis of women's sexual / asexual representations in literary works, 
popular periodicals, and political pamphlets.

研究分野：人文学
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１．研究開始当初の背景 
 
近年、18世紀の公共圏における女性の役割
に関する研究が進み、研究代表者も同様の関
心から、それまで等閑視されてきた 18 世紀
初頭の女性作家たちの状況および関係性、女
性読者をめぐる定期刊行物による「知」の構
築、公共圏の形成過程について考察してきた。
また、女性作家の過激な性的言説と公共圏と
の関係にかかわる研究を受けて、公的空間と
私的空間そして親密圏との問題を検証し、ア
フラ・ベーンやデラリヴィエール・マンリー、
スザンナ・セントリーヴァといった 17 世紀
後半から 18 世紀初頭の女性（劇）作家に注
目することで、その性的言説と政治性の関係
について研究を進めていたところであった。 
そこで、主に女性作家と公共圏、親密圏、
私的空間の関係性に注目し、研究を進めてき
たなかで、異端とされる存在をも内包する親
密圏を中心課題にすえること、そして、その
形成・変容過程から公私空間への影響を探る
ことが、それまでの研究成果を深化させるの
に重要な視座であるという認識に至った。男
性リバタイン（放蕩者）については、王政復
古期のヒーロー研究や、改心劇というジャン
ルに注目した研究がある一方で、女性リバタ
インに焦点を当てた研究はあまり存在しな
かった。しかし、2011 年以降、17・18 世紀
における女性リバタインにかかわる言説、リ
バティニズムに影響を与えていた原子論、そ
して、センシビリティの誕生との関係にかか
わる分析が登場し、その重要性に関心が寄せ
られるようになった。 
本研究は、基本的に、そのような研究を踏
まえて、長い 18 世紀における女性リバタイ
ンに関する言説を検証する必要性と有益性
から、着想したものである。異端（とされる
実在の人々・作品中の登場人物）の共感に基
づく親密圏の形成という観点から、公私空間
の変化について分析を行い、それによって、
性的言説に限定しない放蕩に関する言説を
軸に、主体と共同体の変容の過程を学際的に
扱うことが可能になると考えた。 

 
２．研究の目的 
 
本研究は、いわゆる「長い 18 世紀」にお
ける、女性リバタインの表象に注目し、異端
とされる存在の間に、どのようにして共感に
基づいた親密圏が生じるかを考察すること
を目的とした。17世紀後半の女性職業作家の
登場以来、男性／女性作家による演劇テクス
ト、コンダクト・ブック、定期刊行物等によ
り、女性の放蕩にかかわる言説が表面化する
状況のなかには、＜放蕩する女性の排除＞に
とどまらない、＜共感に基づく親密圏の形成
＞の過程が示され、さらに、それによって公
共圏と私的空間が変容する可能性があると
考えた。 
そこで、そのような観点から、長い 18 世

紀における女性の放蕩に関する言説（男性／
女性作家の韻文・散文テクストから、実在し
た人物やその人物にまつわる言説にいたる
まで）を検証することとした。具体的には、
研究代表者がそれまで研究してきた女性
（劇）作家はじめ、作家自身がリバタインと
されるジョージ・エサリッジらによる、男性
および女性リバタイン表象の分析をおこな
うことである。また、クリーヴランド公爵夫
人やネル・グウィンといった実在の女性たち
と、彼女たちを扱う演劇や詩、パンフレット
等をも射程に入れ、女性リバタインをめぐる
言説の生産／流通／需要の過程を明らかに
することによって、この時代の異端と呼ばれ
る女性表象にまつわる文化を読み直すこと
を目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
長い 18 世紀の女性リバタインに関する学
際的なテクスト研究において、その親密圏の
形成に注目し、親密圏からの公私空間の変化
の過程を、文学的・歴史的・文化的（コン）
テクストから考察した。そのために、理論的
基盤を整理（ジェンダー批評、公共圏の形成
に関する理論、出版文化論を検討）しつつ、
具体的なテクスト（文学、歴史、同時代の哲
学や文化に関する一次、二次資料）を収集・
整理し、それらを分析するという 3方向から
研究をおこなった。具体的な方法は以下のと
おりである。 

 
（１）女性リバタインに関する理論的基盤の
検討 

 
それまでも研究してきたジェンダー批評、
公共圏に関する議論、出版文化に関する理論
的基盤について、本研究（開始）の時点での
最新の成果をまとめつつ、理論的可能性を検
討した。具体的には、次の 3点の理論的立場
の関係性を、それぞれの批評、理論的研究に
関して、研究協力者から専門知識の提供を受
けながら、考察した。 
 
① ジェンダー批評の検討 
女性の放蕩に関する言説について、女性
の抑圧を読み込む従来の批評のみならず、
その生産性・創造性に関する理論基盤を検
討した。女性の連帯の可能性について考察
する際には、共感という観点を主軸として
重視した。 

 
② 公共圏に関する理論の検討 
従来のハーバーマスによる公共圏の形
成に関する議論を親密圏という観点から
再検討した。とりわけ、長い 18世紀にお
けるデイヴィッド・ヒューム、アダム・ス
ミスによる共感（同感）という概念の重要
性に注目して、歴史的かつ理論的な考察を
おこなうことによって、公共圏に関する理



論を再検討した。 
 
③ 出版文化に関する理論の検討 
当時の出版、ブックセラーと作家（集団）
がどのように力をもっていったかを歴史
的に検討した。また、②との関連で、（文
芸）公共圏の形成に果たした役割について
も考察し、とりわけ、出版物の情報として
の価値について検証をおこなった。 

 
（２）女性リバタインに関する国内外の一次
資料の収集 

 
まず、既に所有している資料の再検討をお
こなったうえで、不足している資料等につい
て確認、整理し、以下の 3点について国内外
で資料の収集にあたった。 
 
① 文学テクストの収集と分類・整理 
それまでの研究で一定程度揃ってはい
たが、マイナーな作家のテクスト等の拡充
に、British Library 等で調査、収集にあた
った。出版物の複写やマイクロフィルム等
から収集したテクストについては、研究支
援者を雇用して、可能な範囲で、スキャナ
ーによる取り込み、OCR による文字認識
をおこない、データベース化をはかった。 

 
② 流行・文化に関するテクストの収集と分
類・整理 
①に加え、当時のさまざまな流行（賭け
事、ファッション、コレクション）に関す
るテクスト（一次資料、二次資料）も①と
同様の方法で同時に収集した。その後、特
に女性の放蕩に関する言説との関係性の
観点から、分類・整理し、①の文学テクス
トとの関連を検証しやすいかたちとなる
よう心掛けた。 

 
③ 実在した女性に関するテクストの収集と
分類・整理 
長い 18世紀に実在したさまざまな女性
リバタインに関する言説、また、その人物
像にまつわる文学テクスト以外の言説を
収集した。とりわけ、日記類、政治パンフ
レットや諷刺等における表象といった資
料を、①と同様の方法で収集し、分類・整
理をおこなった。 

  
（３）女性の放蕩に関するテクスト分析 
 
（１）、（２）の作業を踏まえて、以下の 3
点から具体的なテクスト分析をおこなった。
また、分析等に対して、他の研究者の意見を
得ることで、その妥当性を確認した。 
 
① 男性作家による女性リバタインに関する
言説分析 
長い 18世紀の男性（劇）作家によるリ
バタイン言説を（１）、（２）に基づき再検

討を加えつつ、女性リバタインに関する言
説の持つ意味に注目した。そこで、女性リ
バタインの批判・排除の言説だけでなく、
それを利用・支援する言説を、テクスト分
析によって析出した。 

 
② 女性作家による女性リバタインに関する
言説分析 
長い 18世紀の女性（劇）作家によるリ
バタイン言説を（１）、（２）に基づき再検
討を加えつつ、女性リバタインに関する言
説の持つ意味に注目した。そこで、女性リ
バタイン表象がどのように作家としての
自己形成の問題と結びつき、さらに、そこ
から女性の連帯の（不）可能性とどう結び
ついていたのかを、テクスト分析によって
析出した。 

 
③ 実在する女性の放蕩に関する言説分析 
長い 18世紀における、作家ではない女
性（チャールズ二世の愛人たちや、名誉革
命以降の貴族の女性等）にまつわる言説を、
批判、排除という観点からではなく、親密
圏の形成の契機としてテクスト分析をお
こなった。 
  
（４）女性リバタインと親密圏の形成に関す
る検証 

 
研究方法（１）での理論的研究の（再）検
討による成果に基づいて、（２）で収集・整
理した女性リバタインにかかわる資料を検
証した。そこで、賭け事やコレクションとい
った行為の流行を中心に据えることが、作品
上の／実在の女性リバタインたちと、その親
密圏形成（の可能性）を考察するうえで重要
であることが明らかとなった。その重要性に
留意しながら、（３）の具体的なテクスト分
析を組み立て、女性リバタインと親密圏の形
成について考察をおこなった。その際に女性
リバタイン言説がどのように形成／流通／
受容されたかという状況から、18世紀後半の
共感とモラルの問題に接続する方向性、そし
て階級横断的な親密圏を検討する方向性を
探った。 
 
（５）親密圏の形成と公私空間への影響の検
証 

 
 女性リバタインと親密圏の形成を検証す
ることと平行して、そのような親密圏の成立
や変遷の状況と公共圏や私的空間との関係
性を考察した。理論研究に基づくテクスト分
析により、長い 18 世紀において、親密圏形
成の（不）可能性が、公私空間の在り方にど
のような影響を及ぼしたのか検証し、またそ
れらの空間そのものと、その相互の影響関係
の見直しをはかった。その際に、作業段階に
おいて、または（暫定的）総括の段階におい
て、関心領域の重なる研究協力者や専門知識



を有する研究者に、理論基盤の整理・修正や、
テクスト分析に対する批判的検証を依頼し
た。そこで、長い 18 世紀の女性リバタイン
をめぐる言説や、その親密圏と公私空間の関
係性について議論するなかで、新しい視点や
課題を確認した。 
 
４．研究成果 
 
従来、女性の表象に関する研究は、主に、
その関心を性的言説に限定して、さらに、そ
れを否定的な側面からとらえてきた。すなわ
ち、（公共圏をはじめとする）公的領域に進
出しようとする女性を性的にふしだらな存
在として批判し、私的領域へと閉じ込めよう
とする社会の機能を強調する解釈へと陥り
がちであった。性的放縦（と当時の社会が見
なす言動）を標的に、風俗改善を求める気運
や、女性の振る舞いを規定するコンダクト・
ブックの人気が高まることで、「たしなみあ
る女性」の姿が構築され、幅広い階層にまで
浸透していく、そのような社会の（見えにく
いが、隅々まで浸透する）権力の作用に焦点
を当てる傾向にあった。 
本研究では、長い 18 世紀のイングランド
における、性的言説に限定しない、女性リバ
タインをめぐる多様な言説を考察の対象と
して、そのような言説が生産され、流通し、
受容される過程に注目した。そして、その過
程で、公共圏、親密圏といった諸空間が変容
する状況、相互の影響関係等を、共感をキー
ワードに、文学的・歴史的・文化的（コン）
テクストから考察した結果、以下のような研
究成果や新しい課題が得られた。 
まず、従来の王政復古期の（男性）リバタ
イン表象にかかわる研究の（再）検討をおこ
ない、当時のリバティニズムにかかわる概念
の基盤を理解する一方で、原子論等、17世紀
の「科学」を起点とする研究の展開の可能性、
そして必要性を確認した。また、王党派主流
の時代から、議会派が主流となる時代の、あ
るいは 18世紀に中流階級と呼ばれる人々の、
政治的・経済的台頭が顕在化する状況のなか
で、男性リバタイン表象がどのように多様化、
変容していったかを検証した結果、性的放縦
と政治批判を特性とするリバタインが、公共
圏のみならず、女性たちの私的空間や親密圏
（の形成や変容）に、さまざまな（影響）関
係をもっていたことが明らかになった。 
次に、男性リバタインにかかわる表象研究
を参照しつつ、長い 18 世紀の歴史的・政治
的状況のなかで、女性の放蕩をめぐる言説が
どのように作り出されて、どのように多様化
していったかをテクスト分析に基づき、整理
した。具体的には、男性作家と女性作家それ
ぞれによる（性的な表象に限定されない）女
性の放蕩をめぐる言説が、ひき起こした相互
作用を、演劇作品および一次資料等の分析、
比較検討をおこなうことで、そのような言説
の生産性、可能性を明らかにした。また、そ

のとき、男性、女性が個人としてではなく、
興味関心を共有した親密圏を形成すること
で、（新しい）さまざまな言説の生産がおこ
なわれていた課程や、その結果についても検
討したが、この課題は、18世紀的市民社会の
形成や、新しい消費文化のもとでのモラルの
問題等に接続し、今後も継続して研究するこ
とが必要であり、有効であることを確認した。 
女性の放蕩に関する言説の流通・受容につ
いても、文学作品、定期刊行物、政治パンフ
レット等の出版物による流通、とりわけ、ど
のような基盤が形成されることによって、単
に排除の言説ではなく、生産的な言説として
流通可能になったかを明らかにした。そして、
どのような層に受容され、また、どのような
受容層を作り出していたのかを考察したが、
そこで、そのような受容に伴い、再び、新た
な（異なる）かたちに変貌した女性の放蕩に
関する言説が形成されていくことも明らか
になった。 
 以上のように、本研究は、性的言説に限定
されない放蕩全般に注目したことで、その否
定的側面だけでなく、多様な創造的な側面を
明らかにすることができた。また、同時に、
従来の公的空間と私的空間の二項対立的な
図式ではなく、興味関心を共有した共感に基
づく親密圏の形成に焦点を当てたことで、こ
れらの空間の多様性を確認することができ
た。すなわち、親密圏の（形成の萌芽・（不）
可能性といった）あり方が、公的・私的ある
いはその他の形態の空間に及ぼす影響関係
から、新しい空間の可能性がうかがえたので
ある。そこで、長い 18 世紀における女性の
放蕩に対して抑圧、排除のみを重視するとい
う姿勢（初期フェミニズム批評）を見直し、
より生産的な言説の存在を確認できたと考
えている。政治、経済、出版から娯楽や趣味
に至る多様な領域に実在した女性にかかわ
る歴史的研究を踏まえ、女性表象研究を学際
的観点からおこなったが、今後は、本研究の
成果を生かし、女性リバタイン研究をさらに
発展させるために、18世紀の感受性研究に結
びつけることで、新たな視点の導入を考えて
いる。 
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